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地下水位上昇に伴う近年のバンコクの地盤変位
Recent surface displacement in Bangkok associated with groundwater recovery
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世界中の多くの地域では地下水の汲み上げに伴い、地下水位の低下や地盤沈下が観測されている。タイの首都バンコ
クでも、1960年代から経済発展に伴い、地下水の汲み上げ量は増加し、最大 1m程度の地盤沈下が報告されていた。一
方、タイ政府は、地盤沈下を鎮静化させるため、地下水使用規制等の施策を行い、近年では地下水汲み上げ量の低下及び
地下水位の上昇が報告されている。
本研究では、persistent scatterer SAR interferometry (PS-InSAR)と呼ばれる解析手法を用いて、2007年 11月から 2010

年 12月の約 3年間の地盤変動量の推定と解釈を行った。PS-InSAR解析では、人工衛星に搭載された Synthetic aperture
radar (SAR)のマイクロ波の位相変化を用いて対象地域の地表変動を推定する手法であり、広域の時系列変動を高密度に
推定できることに利点をもつ。
解析の結果、バンコク中心部で年間 1cm程度の隆起が推定された。この隆起傾向は年々減衰しており、指数関数で模

擬できることが示唆された。隆起が確認された地域では地下水位の上昇が報告されていることから、観測された隆起は
地下水位の上昇によるものと考えられる。さらに、バンコク東部では、季節性の変動（隆起と沈下）が推定された。こ
の季節性の変動はバンコクの降雨量と相関をもつことから、降雨の帯水層への浸透により発生した変動と推測される。
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